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神戸市社会福祉協議会　法人概要

法 人 名 称 ： 社会福祉法人  神戸市社会福祉協議会

理　事　長 ： 玉田　敏郎

所　在　地 ： 神戸市中央区磯上通3丁目1番32号
　　　　　　こうべ市民福祉交流センター内
　　　　　　 TEL：078-271-5314（代表）
　　　　　　 FAX：078-271-5366

設立年月日 ： １９５１年（昭和26年）6月30日

職　員　数 ： 606名　2019年（平成31年）3月31日現在

私　た　ち　の　使　命
　「地域福祉」とは、誰もが自分らしく誇りを持ち地

域の一員として普通の生活を送るため、地域の皆様

が互いに協力し合う社会をつくっていく、という考

え方です。私たち社会福祉協議会（社協）は、地域福

祉の推進を目的に設立された民間組織です。

　神戸市社協は昭和26年の設立以来、‘こうべ’の

社会福祉事業を積極的に推進してきました。また、

平成 7年の阪神・淡路大震災により大きな被害を受

けた都市の社協として、被災地支援や先駆的事業の

取組みを続けてきました。

　今、‘こうべ’の社協としての私たちの使命は、

福祉を支える民間組織としての長い歴史を踏まえ課

題解決を先導的に切り拓くこと、様々な分野のネッ

トワークを作り人と人とをつなぐこと、公共性の高

さを活かし福祉サービスの向上を図りまちの福祉

を支えることです。
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神戸市社会福祉協議会の事業案内

公的制度による解決が難しい福祉的課題に対し、地域や専門
機関と連携し‘ネットワーク’を用いた解決に向けた取り組み

地域福祉ネットワーク事業

ひとり暮らしの高齢者等を対象に阪神・淡路大震災以降、
広がった「見守り」活動の支援

地域見守り活動支援

各区社会福祉協議会ですすめる、地域共生社会にむけた
「支えあいの地域づくり」を支援

支えあいの地域づくり

ボランティアセンターの運営、基金を活用した助成
制度の実施、市内ボランティア活動の調査等

ボランティア活動の推進

地域福祉の基盤 を充実させる事業

専門性を活かした福祉サービス事業福祉の意識づくり、ひとづくりの事業

ホームページ、SNS、情報誌、機関紙を活用したこう
べの福祉に関する地域の情報発信を推進

福祉に関する情報発信

中・高校生の社会福祉施設体験学習（ワークキャン
プ）の実施

市民福祉の啓発、福祉学習の推進

福祉施設従事者・地域活動者・福祉に関わる市民
向け講座、研修、講演の企画・開催、福祉ライブラ
リーの運営

市民福祉大学の運営

低所得、障がい者世帯等の生活安定と自立促進のた
めの資金貸付にかかる相談事業

生活福祉資金貸付事業

神戸市社協が実施する事業は大きく３つ の分野があります。

 1. 地域福祉に関わる基盤づくりや充実、福祉活動に対する支援に取組む事業

2. 福祉活動に積極的に参加していただけ るよう情報発信や啓発活動、助成等の支援
    を行う事業

3. 従来から培ってきた社協の持つ経験や 専門性を活かして、専門的な福祉サービス
    を提供する事業

地域で暮らすみなさまが主人公となり、誰もが安心して暮らせるまちづくりをおこ
なうために、私たちも一緒になって取組み ます。

‘こうべ ’の社協が 実施する事業は

‘こうべ ’市民誰も が安心して暮らせる

‘こうべ ’らしいま ちづくりのために

ボランティアバスの運行、被災地社協への職員応援
派遣、災害時対応訓練の実施等

被災地支援、災害時への備え

４つの在宅福祉センター（北、長田、須磨、西）における、『通
所介護』、『認知症対応型通所介護』、『居宅介護支援』、『初期・
若年性認知症特化型通所介護』等の事業実施。
４つのあんしんすこやかセンター（鈴蘭台、真野真陽、たか
とり、平野西神）の運営、相談業務等

介護保険事業・あんしんすこやかセンターの運営

大型児童センター『こべっこランド』を拠点とした児
童健全育成の推進、地域との連携、啓発等の実施

神戸市総合児童センター（こべっこランド）
の運営

様々な地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援す
る募金活動の推進

赤い羽根共同募金運動事務局

‘市民・企業・団体からの善意’と、必要とする福祉活動
団体等のかけはし

善意銀行の運営

判断能力が十分でない方へ日常生活の支援を行う、福
祉サービス利用援助事業の実施、『神戸市成年後見支
援センター』の運営、成年後見制度の啓発や利用促進
等

こうべ安心サポートセンターの運営

市内の民間社会福祉施設の経営者・
従事職員の相互扶助、福利厚生の
ための事業

民間社会福祉施設職員退職手当共済事業

神戸市内における児童館、学童保育コーナーの運営、
児童の健全育成推進

児童館・学童保育コーナーの運営

障害者地域生活支援拠点の運営による『障害者相談支援
センター』、『生活介護』、『短期入所』、『見守り支援』、『拠
点コーディネート』、『地域支援機能強化』、事業等の実施

障害者地域生活支援拠点の運営

障がい者のスポーツ振興、文化芸術活動の推進等
神戸市障害者スポーツ振興センターの運営

認知症支援事業、認知症介護研修の実施等
認知症の方と家族等への支援
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“ひとりにしない　ひとりでしない”
すでにある福祉の制度やサービスでは解決が難しい困
りごとなどの福祉的な課題に、地域や専門機関と共に
取り組むのが、こうべの地域福祉ネットワーク事業で
す。またその役割を主として担う専門職として、各区の
社会福祉協議会に「地域福祉ネットワーカー」を配置し、
課題解決に取り組んでいます。
ひとりを支えることが住みやすい地域へとつながるよ
う、新たなしくみづくりやネットワークの構築をすすめ
ます。

「笑顔」いっぱいの親子のために
大型児童センター「こべっこランド」は、親子の遊びの
場としてだけでなく、子育てに関する支援を行っていま
す。「こべっこランド」が中心となり、関係機関や大学と
連携しながら、子どもたちの健やかな成長と子育てを
お手伝いします。

● 学校とは違った遊びや学び、親子とのふれあいを提供する 
　「健全育成事業」
● 大学や併設の子ども家庭センターと連携し、発達が気にな
　る子どもたちの問題に取り組む「療育指導事業」
● 地域の子育て支援の推進を行うため、神戸市と連携しなが
　ら児童館の運営支援を行う「児童館支援事業」
● 子育てを市民相互で助けあうファミリーサポートセンター
　事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    など

2018年（平成30年）度利用者　386,100名
　　　　　　1日平均利用者数　　  1,296名

事業内容

● いわゆるひきこもり世帯への支援
● 不登校の子どもたちへの支援
● いわゆる「ゴミ屋敷」の対応と孤立解消への支援
● 外国にルーツを持つ子どもたちへの学習支援
● 障がいのある当事者のネットワーク化
● 買い物が困難になった地域への支援

取組事例

「誰かの力になりたい」を応援する
神戸市内9区にある「ボランティアセンター」を中心に、
ボランティアとして活動したい人とボランティアの助け
を借りたい人をつなぐお手伝いをしています。ボラン
ティア活動に役立つ講座の実施や車いす等福祉教育
のための教材の貸出、助成金をはじめとする各種情報
提供を通じて、ボランティアとして福祉のまちづくりに
参加するみなさまを応援します。

● 区ボランティアセンターへの支援や連携
● ボランティアグループ助成制度、車いす等福祉教育のため
の教材貸出等のボランティア活動支援

● 各拠点におけるボランティアとの協働
● 被災地支援                     　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

事業内容

１. ニーズキャッチのしくみづくり
潜在化して表に出にくい住民や地域のニーズが区
社協（地域福祉ネットワーカー）に集まるしくみを
構築します。

２. ネットワークによる総合力で課題解決に取り組む
多様化・複合化する福祉的な課題を、専門機関や社
会福祉施設、NPOなど分野を超えた関係者のネット
ワークを構築し、その総合力で解決にあたるよう取り
組みます。

３. ひとりを支える地域づくり
地域から孤立している人など、１人ひとりを支える
ことから広がる地域ぐるみの支援に、地域のみな
さまと一緒に取り組みます。さらに障がい者や高
齢者、こども等誰もが集える地域の居場所づくりを
支援します。

４. 本人が主体的に活きるための「社会関係づくり」
　 を支援する
福祉的な課題等により地域との関わりがない方や
仕事が長続きしない方が、役割や生きがいを感じ

ることができる作業（パンフレットのハンコ押しや封入作
業、カフェの手伝い等）につながるように支援します。また、
地域から孤立し、居場所に参加したくてもできない方の参
加を支援したり、参加する居場所が地域にない場合は必要
に応じて、新たにつくることを検討します。 

事業内容

取組実績

区社協との連携

地域福祉ネットワーク事業

神戸市総合児童センター（こべっこランド）の運営

具体的な事業の紹介

※ 過去３年間における市・区ボランティア登録者数の推移

2016年度
（平成28年）

2017年度
（平成29年）

個人登録数

団体登録数

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

2,809人

3,129人
2,297団体

2,610団体

2018年度
（平成30年）

3,449人
2,451団体

利用実績

ボランティア活動の推進

●  全社協
●  県社協
●  共同募金会
●  神戸市
●  関係機関
●  各種団体

   等

政令指定都市である神戸市では、全市域での福祉活動推進を目的とする『神戸市社会福祉協議会』と、各行政区ごとに
区内の地域福祉活動推進の中核的役割を担う『区社会福祉協議会』が設置されており、相互の連携により｢つながり、
支え合う福祉のまちづくり｣をめざしています。

神戸市社会福祉協議会 各区社会福祉協議会

❶ 全市レベルでの地域福祉活動の
　 企画・立案・実施

❷ ネットワークづくりや
　 区社協との連絡調整

❸ 市・区の社協活動を推進する上での
　 関係機関との連絡調整と協働

❶ 地域福祉活動を推進する中核的な組織

❷ ボランティアセンターによる
　 コーディネーション機能

❸ 地域福祉活動コーディネーター、子育
　 てコーディネーター、地域福祉ネット
　 ワーカーの配置による地域住民の生
 　活課題への総合的な対応

連携
支援 連携
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